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オープンアクセス化に向けた国際情報発信強化のための
出版事業刷新とプロモーション促進

1.502

国際情報発信強化
1.677

1



ゴールドOA化への基盤形成 【年次計画】

H25 H26 H27 H28 H29

欧米・アジアへのプロモーション活動強化

プロモーション
活動

学会出版
事業内容刷新

紙面改革

国際誌としての
質の向上

OA化への取組

審査・編集の
国際化強化

論文の韓国語訳による韓国へのﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
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②

超
論文ページ数の削減し、著者負担の軽減

英文誌 [ANN]のペーパレス化

和文誌 [核医学]分割化

和文誌 [核医学]の論文部分のJ-Stage化

言語エディター費用の学会補助

統計エディターによるチェック

機関リポジトリへの登録（グリーンOA)推奨

Editor’s choice による試験的OA化

(海外の視点から見た) 定期的な雑誌改善点・雑誌 の特色に関するヒアリングの実施

学会補助によるOA化開始

統計ｴﾃﾞｨﾀ選任

海外編集委員・海外査読者の登録推進

中間評価OA化準備期間

日本放射線学会との海外共同プロモーション

ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化の補助的取組
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H23年 H27年
投稿数 338件 ⇨ 450件
海外査読数 77件 ⇨ 100件
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数 48千件⇨ 63千件
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① プロモーション活動強化

欧米・アジアへのプロモーション活動強化

プロモーション
活動

日本放射線学会との海外共同プロモーション

１．国際学会におけるプロモーション

• 米国核医学会年次総会（H26~28年)、欧州核医学会年次総会（H25~28年)、世

界核医学会（H26年、４年毎)、アジア・オセアニア核医学会議（H27年、2年毎)

２．他学会との雑誌連携

・ H25年以前 欧州核医学会、韓国核医学会

・ H25年以降 日本医学放射線学会、アジア・オセアニア核医学会、

韓国放射線学会、中国核医学会

・ 交渉中 世界核医学会、インド核医学会

・ H28年より欧州核医学会、中国核医学会との

論文相互紹介開始
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② 誌面改革・出版事業内容刷新

学会出版
事業内容刷新

紙面改革
論文ページ数の削減し、著者負担の軽減

英文誌 [ANN]のペーパレス化

和文誌 [核医学]分割化

和文誌 [核医学]の論文部分のJ-Stage化

ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化の補助的取組

１．ANM誌ペーパレス化（冊子体会員配布廃止）
・ H28年（2016年1号から）開始

２．和文誌（核医学）の合理化
・ 論文・研究会抄録等学術記事 → J-stageでのOA化
・ 会報等 → ニュースレター化

H28年より開始

出版経費削減

・ プロモーション活動原資
・ 学会補助によるOA化への取組
・ 超過ページ代金の排除、英文校正経費の
学会負担による投稿呼び込み 5



③ 審査の国際化・高度化

国際誌としての
質の向上

審査・編集の
国際化強化

言語エディター費用の学会補助

統計エディターによるチェック

(海外の視点から見た) 定期的な雑誌改善点・雑誌の特色に関するヒアリングの実施

統計ｴﾃﾞｨﾀ選任

海外編集委員・海外査読者の登録推進

１．言語エディタ、統計エディタの選任

・ 学会経費によるエディティング

２．審査・編集の国際化強化

・ Associate editor（AE)増員（11名→26名）による詳細な論文審査

・ 技術的分野選任、分子イメージング分野選任AEの追加

・ 海外AEによる論文審査

・ 欧州核医学会における編集者会議への出席と情報収集

・ Editorial boardのアクティブメンバーへの改組と海外研究者増強

・ 海外研究者による査読論文数30％増加
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④ OA化への取組

OA化への取組
機関リポジトリへの登録（グリーンOA)推奨

Editor’s choice による試験的OA化

１．グリーンOA推奨

・ 会報とHPを通じた推奨

２．Editor’s choiceによるOA論文選定

・ H26年より開始、H26年8編、H27年12編を選定

・ 学会設定ガイドラインのOA化

現状で完全OA化に移行するリスク

当該分野主要雑誌のOA化事例がなく、APC設定による投稿敬遠の危惧

7



修正すべき点

・ AE間の審査基準のばらつき

新規AEは甘い傾向にある

編集委員会で喚起、AE毎の採択率・審査内容開示

・ 審査厳しくなったことによる投稿敬遠

審査の甘い競合他紙への投稿

・ AEの判断が遅い

2nd , 3rd ・・・・revisionを求めすぎる

1st revisionでAEに判断を求めているが・・・

・ 海外へのプロモーション強化必要

海外学会参加者がANMを知らないことが多々あり

・ 完全なgold OAへ進むべきタイミング？？
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今後の計画

ゴールドOA化には、さらなる国際的地位向上を

・ プロモーション強化継続

・ 海外他学会との連携拡大

・ グリーンOA促進審査

・ Editor’s choiceによるOA化強化

・ OA化対策 APC部分学会補助によるOA化増強

学会出版事業のさらなる合理化

・ 編集委員会のWEB会議化による経費削減と海外メンバーを含めた会議に

・ ニュースレターへの広告募集外部委託(医学広告社）終了による収入増加
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